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2009年度 事業報告

村落植林活動

表１【小規模苗畑グループ活動実績】

単位：本

州 ｸﾞﾙｰﾌﾟ名 植 林 (ｈａ) 販 売 配 布 枯 死 育苗中 合計※ 備 考

TEACA 6,742 (3.79) 8,836 1,141 842 1,156 12,392

Ｋ Olimo 1,466 (0.17) 123 375 40 2,169 2,887 小学校苗畑

Fumvuhu 2,606 (1.63) 2,767 50 0 0 3,850 小学校苗畑

Kidia 2,469 (1.33) 2,474 106 95 361 4,759 女性グループ

Foyeni 146 (0.02) 240 281 1,481 2,291 3,111 女性グループ

Kiranga 275 (0.17) 216 0 765 229 1,322 女性グループ

Sambarai 1,262 (0.79) 3,898 0 4,364 2,731 11,421

Riata 26,902 (0.09) 0 0 0 0 26,902 小学校

Ａ Meru 1,135 (0.71) 1,090 1,271 2,150 515 3,425 ２グループ合計

Ｄ ＤＳＭ 0 ( 0) 14,345 0 6,211 746 14,026 販売苗木は植林

合 計 43,003 ( 8.7) 33,989 3,224 15,948 10,198 84,095

「州」：Ｋ＝キリマンジャロ州、Ａ＝アルーシャ州、Ｄ＝ダルエスサラーム州

※合計数は、前年度の苗木残数を差し引いた当年度の実育苗数

１．全体状況

２００９年度は、とくに活動の主力地である

キリマンジャロ山麓を含む、タンザニアの北部

地域一帯は、厳しい降雨不足の年となった。

現地カウンターパートＴＥＡＣＡ（Tanzania

Environmental Action Association）の拠点で

あるキリマンジャロ山麓テマ村の年間降雨量

は、１９９９年～２００８年の１０年間の平均

が１,７２１.９ｍｍであったのに対し、２００

９年はわずか６９４.９ｍｍと、約４０％しか

降らなかった。この結果、キリマンジャロ州の

一部の村では、国際機関による食糧援助が実施

されるに至った。（次項グラフ１参照）

この雨不足の影響で、各苗畑グループでも枯

死する苗木が続出し、グループ全体で１万５千

本を超す枯死が出た（表１参照）。苗木だけで

なく、半乾燥地では、これまでに植林し樹高５

ｍほどまで育った木まで立ち枯れてしまい、ゼ

ロから再植林が必要な状況となっている。

植林に関しては、雨待ちで着手が大幅に遅れ

たが、最終的に全体の達成率は計画比９０％を

超え、各グループは良く努力したといえる。

図１【植林を実施している３州位置図】

アルーシャ州

キリマンジャロ州

ダルエスサラーム州
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グラフ１【キリマンジャロ山テマ村の雨量推移】

２．植林を取り巻く状況と'09年度の取り組み>

キリマンジャロ山における村落植林活動は、

同山の森林保護区、とりわけ緩衝帯であるハー

フマイル・フォレスト・ストリップ（以下、Ｈ

ＭＦＳ）の国立公園への編入という事態を受け、

大きな変革を迫られている。それはこの「森を

守るため」にとられた措置が、地域住民の生活

権を脅かし、さらに本来守られるべき森林の、

無法地帯化を招こうとしているからだ。

このような状況に対し、村人たちの生活権を

守り、なおかつそれと森林の保全、回復を両立

させていく仕組みの構築が求められている。

２００９年度はそのために、地域内部（＝村）

と外部（＝政府）という２つのステークホルダ

ーにアプローチ対象を分け、それぞれに対して、

この問題の解決に向けた取り組みを行った。

まず地域内においては、生活と森林保全を両

立させていくためには、タンザニアの独立以前、

かつてチャガ民族評議会を核として取り組まれ

ていたような、強力な地域主導による森林管理

体制の再構築が不可欠となってくる。

これはこれまでがそうであったように、現状

のままでは、政府の森林管理が実効性を持ち得

ないこと、そして過去の事例からも、地域こそ

がその潜在的可能性を持っていることによる。

そこでキリマンジャロ山東南山麓のテマ村お

よびキディア村の２カ村において、地域（＝村）

主導による森林管理に向けた仕組み作りに着手

した。

「地域（＝村）主導」とは、これまでのよう

にＴＥＡＣＡや苗畑グループが核となって進め

る植林活動ではなく、地域住民を代表する公的

存在である村が主導する体制のことであり、そ

の「仕組み作り」とは、地域住民合意のもとに、

その体制や実行を決定するということである。

そのために両村において、村の正式な意思決

定手続きである村評議会と全村会議を開催し、

現在の国立公園化問題と、村主導による植林活

動について住民参加のもと審議し、合意形成を

図った。

さらに両村において森林管理の基本的ルール

についてダラフト案の作成を行い、これを村側

の意思として、政府（＝県）に対して示した。

次に地域外（＝政府）に対しては、州並びに

県政府および州・県の各森林担当部局に対し、

従来の森林保護政策の問題点を指摘し、地域主

導による森林保全体制の確立に向けた提言活動

を行うとともに、ＨＭＦＳからの国立公園の撤

廃要請を行った。

また、ＴＥＡＣＡと州・県森林担当部局合同

による、地域主導による森林保全に対する会議

を開催した。さらにキリマンジャロ山麓各地に

おいて自主的な森林保全活動に取り組んでいる

村、ＮＧＯに呼びかけ、県森林養蜂局も交えた

上で、同じく地域主導の森林保全に関する協議

を開催した。

これらはいずれも、これまで住民参加やコミ

ュニティの参画が言われる中で、少なくともキ

リマンジャロ山においては、地域の側から提言、

提案が行われるような実態になかった中で、地

域の側から声を上げる初の試みとなった。

こうした動きの成果として、ついにタンザニ

ア政府は、ＨＭＦＳから国立公園を撤廃する方

向で動き始めた。ＨＭＦＳでは、その全エリア

の再測量が行われ、曖昧だった境界線の引き直

しと再確定作業が実施された。

ただし現在までに実施されたのはそこまでで

あり、同エリアはいまだキリマンジャロ国立公

園公社の管轄下にある。撤廃がいつ実施される

かについても、まだ明示されてはいない。

また、地域内については、たんに形だけの体

制や仕組みができても、住民全体の心が本当に

ついてこなければ、仕組みが上手く機能するこ

とはなく、また持続的ともなり得ない。

こうした点については、村評議会や村議会だ

けでは、確実に拾い上げることは出来ない。地

域住民自身による「自分たちのこと」という積

極的な意思が不可欠で、この点については、そ

うした「気づき」のきっかけになるようなプロ

グラムの立ち上げに着手した。（これについて

は、アルバイトによる事業ミッションとして、

別項で後述）。
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３．新規設置／事業終了苗畑

(1) 事業終了＜ダルエスサラーム苗畑＞

１９９７年の苗畑開設以来、１２年間にわた

って取り組んできたダルエスサラーム（図１）

での事業終了に伴い、２００９年度をもってダ

ルエスサラーム苗畑はその役目を終えた。

同苗畑は、ＴＥＡＣＡが自立運営していくた

めの自己資金調達事業の一つとして、主にダル

エスサラーム市郊外のマブウェ・パンデでの受

託植林事業を中心に、苗木の販売に目的を特化

した苗畑として運営してきた。

この事業によって植林された苗木の総数は約

１１万３千本で、そのほとんどはマブウェ・パ

ンデ植林地に植えられたチークである。

事業最終年度となった２００９年度の純収益

は約２１０万シリング（約２０万円）であった。

(2) 自立完了＜マゲレザ苗畑＞

ダルエスサラーム苗畑同様、１９９７年から

支援を行ってきたモシのマゲレザ苗畑は、これ

までの指導を通して獲得した高い果樹の接ぎ木

技術や、種子調達のための母樹園確立を果たし、

年間の育苗規模も平均５万本（うち植林１万５

千本、配布１万５千本、販売２万本）を維持で

きるようになった。

また、幹線道路へのアクセスの有利さを強み

として、堅実に苗木販売を行っており、資金的

にも自立運営が十分可能となったため、２００

９年度をもって自立させた。

(3) 新設苗畑＜マヌ小学校苗畑＞

キリマンジャロ山の東南山麓にあるキルワブ

ンジョー地域。このエリアは東南山麓一帯では、

もっとも深刻な森林減少が進んでいる。そのキ

ルワブンジョー地域にあるマヌ村（図３）と協

力して、ＴＥＡＣＡは２０００年から植林に取

り組んでいる。これまでは毎年植林の時期にな

るとＴＥＡＣＡの苗畑から苗木を供給していた

が、以前よりマヌ村からは地元に苗畑を設置し

て欲しいとの強い要望が出されていた。

そこでこれまでの熱心な取り組み状況から、

地元のマヌ小学校に、生徒の指導用に育苗規模

約５００本の苗畑を設置した。普段は教師が生

徒たちに苗木の世話の仕方を教えるが、ＴＥＡ

ＣＡも定期的に巡回指導を行っている。

苗畑の規模が小さいため、大雨期の植林にあ

たっては、引き続きＴＥＡＣＡからも苗木の供

給を行っている。

活動の自立支援事業

１．グループ貯蓄

グループ貯蓄は、苗畑グループ各メンバーの

毎月の定期積立てと、ＴＥＡＣＡからの同額の

上積み積立て支援、さらにこれにニワトリ銀行

の仕組みを組み合わせた、グループ自立のため

のプログラムである（ニワトリ銀子は当初ヤギ

銀行の予定であったが、女性グループとの話し

合いにより、メンバー全員が早いうちに成果を

手に出来るニワトリ銀行に変更された）。

このグループ貯蓄の対象となっているのは、

Kidia女性グループ、Kiranga女性グループの２

グループに、貯蓄の確実な実行が出来るかの見

極めを行っていたFoyeni女性グループを合わせ

た３グループ。

貯蓄の結果は、３グループすべてが完全に実

行し、各グループの貯蓄額は２０１０年３月末

時点で、Kidia女性グループ296,552シリング、

Kiranga女性グループが257,900シリング、Foye

ni女性グループが113,000シリングである。

グループ貯蓄の実行能力の見極めを行ってい

たFoyeni女性グループは、当初の１０名のメン

バーで始めたが、２０１０年３月末時点で１３

名まで参加メンバーが増えた。

また２００９年度は、前年度に完全な積み立

てを行ったKidia女性グループ、Kiranga女性グ

ループのメンバー全員が、ニワトリ銀行による

ニワトリを手にした。

このグループ貯蓄は開始して３年目になる

が、当初苦労を重ねた確実な積み立ての実施、

定期的な実績の取り纏めと報告も、いまだ多少

の遅れがあることはあるが、２００９年度をも

って、ほぼ軌道に乗せることが出来たといえる。

これはＴＥＡＣＡによる同額積立支援とニワ

トリ銀行の実施が、各グループのやる気に大き

なインセンティブとして繋がった結果といえ、

当初貯蓄に後ろ向きだったFoyeni女性グループ

が、積み立てメンバーを増やして確実に実施す

るようになったのも、他の２グループの結果に

刺激を受けてのことといえる。

グループの自立に繋げていくためには、自立

に貢献できるような収入事業を自分たちで立ち

上げられるよう、地道に積み立てを続けていく

必要がある。その意味で、各グループが積み立

てに前向きになったという変化は、大きな前進

といえるだろう。
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２．養蜂事業

(1) 低地養蜂事業＜Kahe事業地＞

２００９年度の低地養蜂事業（図４）は、厳

しい降雨不足にさらされ、１箱を残して営巣中

の養蜂箱すべてからミツバチが逃亡してしまう

大打撃を受けた。一部の養蜂箱のミツバチは、

アリなどの侵入防止のために、養蜂スタンドに

設置された油受けの油にまで水を求めて群が

り、集団で死んでしまう過酷さであった。

当初予定していた、養蜂小屋の外に営巣促進

用のスタンドを設置する計画も、そういう状況

になく、断念した。また２００８年度に蜜源樹

用に植えたCordia Abyssinicaの苗木もすべて

枯れてしまった。

こうしたことから、２００９年度に計画して

いた花卉類の植え付けも見送りした。

低地養蜂事業については、営巣をまた一から

回復させていかなければならない状況に追い込

まれてしまったといえる。

(2) 高地養蜂事業＜ハリナシバチ養蜂事業＞

キリマンジャロ山の標高約1,600ｍにあるTEA

CAの事務所（テマ村、図３）で実施しているハ

リナシバチ養蜂事業は、計画通りさらに養蜂箱

（伝統タイプ）３箱を増設し、計１７箱（伝統

タイプ１０箱、改良タイプ７箱）となった。

営巣率も１００％で、順調に推移している。

２００９年度はハチミツの収量も９.５リット

ルとなり、これまでで最大の収量を記録した。

３．新規収入事業<レンタルハウス>

ダルエスサラームでの事業終了は、それまで

のＴＥＡＣＡの最も大きかった自己資金調達の

柱がなくなることを意味している。

ＴＥＡＣＡの自立と活動の持続性を確保して

いくためには、ダルエスサラームでの事業に代

わる、安定した自己収入源を確立していかなけ

ればならない。

レンタルハウスの建設（図３）はこれに備え

て準備を進めてきたもので、現地企業の社員な

どを対象に貸し出していくものである。

そのために２００８年度にモシの町の近郊に

約３２４坪の土地を確保していたが、２００９

年度は建設に着手した。建設業者の選定にかな

りの時間を要し、着手できたのは１０月に入っ

てからとなったが、その後は予想以上に順調に

進み、２００９年度末の段階で、ほぼ８割まで

建設が完了している状況である。

モシで建設が進んでいるレンタルハウスの外観

生活改善事業

１．改良カマド普及

これまで何年間も失敗を積み重ねてきた土製

改良カマドであるが、ＴＥＡＣＡ事務所に設置

し耐用試験を実施していた試作カマドが、実用

に耐えうることが確認された。

この土製改良カマドは、設置にあたって各家

庭での土の準備工程が必要となり、この工程を

手抜きすると、これまでのような崩れの問題に

繋がってしまう。そのため、拙速に普及を図る

と、品質の悪いカマドが広がってしまい、評判

を落としてかえってその後の普及の足かせとな

ることが懸念された。

そこで２００９年度は実際に普及する前に、

土の前工程を説明した配布用パンフレットの作

成を優先した。これに伴い、当初予定していた

半乾燥地マワンジェニ村、ンガスィニ村での普

及開始は見送ったが、ＴＥＡＣＡの重点フォロ

ーがきくテマ村では設置を開始し、まず５基が

設置された。

２．半乾燥地野菜省水農法

キリマンジャロ州の半乾燥地にあるリアタ小

学校（図４）のデモ展示プロットで実施したが、

２００９年度は降雨不足があまりに厳しく、省

水農法でもまったく対応できなかった。省水と

はいえ、水ゼロでは栽培不可能なためである。

今後も２００９年度のような雨不足の年は難

しいが、少しでも雨量不足に対処できるよう、

デモプロットに日陰のための簡易な屋根を設置

した。

同小学校では担当の教師が大変熱心で、生徒

たちに諦めることなく省水農法を教えている。
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３．コーヒー農家支援

２００９年度は、ＴＥＡＣＡでそれまでの挿

し穂による新品種苗木の育成に代え、接ぎ木に

よる育成手法が確立できたことを受け、台木の

増産体制を整えた。少雨の影響から目標の３千

５百本には届かなかったが、年度末現在で３千

本まで育苗できている。

また、今後の村での普及を確実に図るため、

高品質豆の生産という結果を多くの村人に示し

ていくことを目標とした。このため２００９年

度は、テマ村のコーヒー栽培農家グループKIWA

KABOのメンバーから、とくに栽培管理技術に長

けたメンバー５人を選び出し、モデル農家とし

て重点的に指導を行った。まず接ぎ木技術の評

価試験を行ったが、こちらの予想を上回り、全

員１００％成功させる技術を確実に身につけた

ことが確認された。

その後は実際に彼らの畑を定期巡回し、実地

指導を行っていった。それぞれの畑において各

３０本から始めた新品種栽培は、年度末段階で

各７０本まで増えている。その後も順調に推移

している。

なお、これまで極めて熱心にコーヒー農家指

導を行ってくれていた県農業指導員のマリキ氏

が、大学でさらに専門を深めるため、年度途中

で退任したことから、指導体制に不安も生じて

いる。

４．診療所支援

キリマンジャロ山麓テマ村にある唯一の診療

所であるナティロ診療所に対し、薬剤支援を継

続実施した。また、包帯、ガーゼなど現地では

品質の良いものが手に入らない一部の簡易な医

療資材について、日本から物資支援を行った。

２００９年度は村でインフルエンザと思われ

る風邪が流行し、１０月には当会で記録を取り

始めて以来最大となる、月間受診者数６４５人

を数えた（＝通常月の２倍以上）。当会の薬剤

支援は、こうした緊急時における診療所の対応

力を大きく向上させており、勤務するマチャ医

師や看護婦のムチャロさんに対する、村人たち

からの厚い信望に加え、村におけるナティロ診

療所の安心と信頼に繋がっている。

ただし、診療所にいるたった１人の看護婦で

あるムチャロさんが２００９年度で退任するこ

とから、安い給料で跡を継いでくれる看護婦さ

んがいるかが心配される状況となっている。

５．小学校への牛乳配給

現地の小学校を対象とした牛乳配給事業は、

同じ学校への支援の偏重を避けるため、これま

でフォィエニ小学校、オリモ小学校とローテー

ションしてきた。２００９年度はキリマンジャ

ロ州の半乾燥地にあるリアタ小学校において、

全校生徒２６８名を対象に、毎週２回ずつの配

給を実施した。

２００９年は図らずも同州では厳しい降雨不

足となり、半乾燥地にある同校では、目的とし

ている栄養改善以上に、学校での子どもたちの

水分補給に大いに役に立つこととなった。また

校長先生からは、牛乳の配給がある日は、児童

の出席率が上がるとの報告がされている。

６．伝統灌漑水路復旧支援

２００８年度から事業化の検討を開始した水

供給事業は、当初キリマンジャロ州ヒモ市近郊

の半乾燥地マワンジェニ村での実施を考え、水

源調査などを行ってきた。

しかし、水脈まで１００ｍ以上の掘削が必要

なことが分かり、当初考えていた風力揚水井戸

での対応が不可能となったことから、給水パイ

プライン敷設での事業検討を行った。しかし今

度はドイツの民間団体が同様の支援の検討を開

始したことが判明し、支援の重複を避けるため、

当会はマワンジェニ村での事業実施を見送っ

た。（ドイツ民間団体の支援は、その後かなり

小規模なものに限定されそうであるとの情報も

入ってきている）。

これに代わり、当会では近年の雨量減少によ

りその重要性が見直されている、キリマンジャ

ロ山における伝統水路の復旧事業に着手するこ

ととした。

キリマンジャロ山麓に住むチャガ民族は、も

ともと数百年の歴史を持つといわれる重力流下

式伝統灌漑水路を、キリマンジャロ山の尾根中

に巧みに張り巡らし、その優れた技術で彼らの

生活と農業生産を支えてきた歴史を持つ。しか

し国策により村への給水パイプラインの設置な

どが進むに従い、こうした伝統水路が放棄され

てしまうケースが増えている。また森林伐採に

より裸地化した山腹の土砂崩れから、水路が埋

もれてしまう、或いは斜面崩落により水路もろ

とも流されてしまう事態を招いている。

近年の減り続ける雨量は、こうした放棄ある

いは失われてしまった伝統水路復旧へのニーズ
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【図３】キリマンジャロ山と事業地位置図（１）

【図４】キリマンジャロ山と事業地位置図（２）

テマ村 キディア村

マラングー

モ シ レンタルハウス建設現場 マヌ村

１５ｋｍ

２０ｋｍ
高地養蜂事業 リアタ小学校

を急激に高めている。家庭への生活水の供給が

もっぱらの目的である給水パイプラインでは、

農地への灌漑にはまったく対応できないためで

ある。

そこでオールドモシ地区キディア村（図４）

での伝統水路の復旧事業に着手した。この水路

は延長２.７ｋｍ、１２０世帯（７２０人）が

利用していたが、何カ所もの土砂崩れによって、

完全に利用不能となっていた。

２００９年度はこの水路をすべて掘り起こ

し、崩れやすい場所および水路ごと流されてし

まった場所はセメントと鉄筋で新たに水路を築

き、全行程の流路を復旧させた。

復旧にあたって、必要な労力、労賃はすべて

村側で提供することを条件とし、また水路放棄

後に休眠状態となっていた、水路利用者による

管理グループを再結成させ、工事進捗の管理を

村とともに行うようにした。当会は必要な資材

の調達及び搬送コストを分担した。

村側で必要な資金調達に手間取り、当初の予

定より工事が遅れたため、一時２００９年度中

の完了が危ぶまれたが、何とか復旧までこぎ着

けることができた。

ただ復旧したとはいえ、裸地化した斜面は土

砂崩れが起きやすいことから、水路の安定運用

が確実に図れるまで、引き続きモニターが必要

である。

教育支援

１．小学校への文具支援

２００９年度は予算の制約から支援対象校を

１校減らし、従来のキリマンジャロ山麓の３校

（オリモ、フンブフ、フォイェニ小学校）及び

半乾燥地にあるリアタ小学校の計４校の全校生

徒を対象に、文具支援（ノート、ボールペン、

鉛筆）を実施した。

このうちリアタ小学校は、これまで苗木の世

話をとくに熱心にした生徒に対する表彰とし

て、１０人の生徒を先生方に選んでもらい、文

具の寄贈を行っていた。しかし２００９年度は

厳しい降雨不足の中で、生徒たちはみんな熱心

に枯れてしまった木の再植林などに取り組み、

表彰の形をやめ、全校生徒対象に切り換えた。
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２．子どもたちのスタディツアー支援

子どもたちのスタディツアーは、これまで環

境学習を主要なテーマに据えて毎年実施してき

た。

２００９年度はあらたに「自分たちの伝統、

文化」にテーマを変えて実施した。これは若い

世代では、それまで地域で営々と築かれてきた

伝統や文化が徐々に引き継がれなくなってきて

おり、そうしたものに接したり、考えたりでき

る機会も失われてきているためである。

失われつつある伝統や文化、あるいは慣行や

風習の中には、地域の自然を巧みにいかし、賢

く利用していくための技術や、自然資源を消耗

させることなく、持続的に利用していくための

知恵といったものが含まれている。それらは直

接的に環境を学ぶことと同様に、将来の彼らの

生活や環境を守っていくための意識や気づきの

基礎ともなる貴重なものであると考えている。

そこでキリマンジャロ山麓に住むチャガ民族

の伝統的な生活様式や様々な道具などが保存展

示されている施設や遺構を訪ね、また知識の豊

富なガイド（チャガの老人）から直接話を聞く

ことのできるスタディツアーを実施した。

対象としたのは、キリマンジャロ山麓にある

フォイェニ小学校の３，４年生１００名。学校

側でも自分たちの地域や祖先の歴史について学

ぶ必要性が認識され始めており、実行に移した

タイミング、内容ともに非常に時宜を得たもの

となった。

年度末の実施となったため、実施後の先生方

によるプログラム評価はまだ終わっていない。

研 修

１．民族の知恵と生活文化の伝承に向けて

子どもたちのスタディツアーと同様、自らの

伝統や文化、昔の知恵への深い理解は、村の大

人たちにとってもその重要性が増している。

伝統、文化、知恵といったものは、彼らの周

りの自然環境と無関係に存在してきたわけでは

なく、身近な森の破壊、減少とともに、そうし

たものもまた失われつつある。

しかし失おうとしている有形、無形のものの

中に、彼らの生活をこれまで守ってきた大切な

もの、ことはないか、普段当たり前のように存

在してきたが故に、見落としてしまっているも

のはないか、それらが次代に引き継がれること

なく、失われてしまって良いか、そういったこ

とを、村人たちの目線で、あらためて見つめ直

せるような機会が求められている。またひいて

はそのことが、これまで森を守ろうとしてきた

彼らの気持ちを、これからも側面から支える大

切な原点、力となってくれる。

これまでもキリマンジャロ山麓にあるテマ村

の一部の村人とともに、村の近傍にある森と彼

らの生活を繋いでいる仕組みや資源、利用の形

態、知恵などを訪ね歩き、データの蓄積を図っ

てきたが、２００９年度はより多くの村人を対

象にその機会を広げた。

また同じキリマンジャロ山麓において、すで

に自分たちの伝統や文化、村を取り囲む自然や

そこにある資源を貴重なものとして見い出し、

ツーリズムの中に取り入れて紹介している村が

ある。そこで具体的事例を通してテマ村の村人

たちがヒントや気づき、学びを得られることを

目的として、テマ村の村人たちを対象にそれら

の村を訪ねるスタディツアーを３回実施した。

身近で意外と気づかないものの再発見、自分

たちの村や自然の中にある有形、無形の財産、

資源に気づくには、大変有用な機会となった。

その他

ＴＥＡＣＡ事務所へのパソコン導入

現地カウンターパートであるＴＥＡＣＡは、

事業分野の拡大や業務の精緻化の一方で、事務

処理はすべて手作業に頼っていた。一人一人の

リーダーの業務負荷も無視できないレベルとな

っており、事務の効率化が懸案となっていた。

そこで事務所へのパソコン導入を図るため、

これまでにリーダー３名をパソコン研修に出

し、２００９年度にようやく念願のパソコン導

入を果たした。現在文書作成はすべてパソコン

に置き換わり、データ作成を徐々に切り換えて

いるところである。

一方、インターネットは山の中では衛星回線

以外に対応方法がなく、通信費が過大になるた

め、接続できそうもない。メールなどはこれま

でのように、山を下りて町で確認するしかなく、

タイムリーなやり取りができる環境にはなって

いない。
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2009年度 事業報告 ＜国内事業＞

市民の力による協力活動へ

タンザニア・ポレポレクラブは設立以来、市

民グループ、市民活動として、「百万回の議論

より一つの行動を」を理念として掲げ、活動に

取り組んできた。

翻って私たちが協力しているタンザニアの村

人たちが取り組んでいることも、自分たちの地

域の問題を自分たちのこととして捉え、自分た

ちで行動していることだといえる。

彼らはもちろん開発のプロなどではなく、山

奥の村に暮らす普通の村の人たちだ。そんな彼

らはこれまで地道に、自分たちにやれること、

できる行動にコツコツと取り組んできた。そし

てその行動は、地域、そして彼らの考える問題

に、確実に変化という結果を生んできた。

一方、日本にも「自分に何かできることはな

いか」、「何かできることに取り組んでみたい」

と考えている人たちはたくさんいる。そうした

一人一人の人たちの意思をつむぎ行動に繋げる

ことができれば、私たちもタンザニアの村人た

ちと変わることのない、何事かを変えたり、働

きかけたりできる、大きな可能性を持っている

はずである。タンザニアの村人たちが行動をも

って教えてくれていることでもある。

こうした活動理念のもと、当会は設立以来、

タンザニアでの協力活動とまったく同じ位置づ

け、重さを持った取り組みとして「国内で市民

が自分たちの意思をいかして主体となって取り

組んでいける、具体的行動のきっかけの場とな

ること、機会を作っていくこと、そうした活動

を育てていくこと」に力を注いできた。

そうして生まれた自主活動に、現在の「手工

芸品」、「菜園」、「絵本」グループの活動があり、

それぞれのグループでメンバー（＝社会人、定

年退職者、主婦、学生など、年齢も職業も様々）

みんなで知恵を絞り、力を合わせながら活動に

取り組んでいる。長いものはすでに１０年以上

も継続して活動が取り組まれている。

それぞれの活動は決して大きなものではない

かも知れないが、市民の力で地道に取り組まれ

る活動として、結果を示せてきたと考えている。

【写真上から】 菜園活動／手工芸品活動／絵本活動

これまではタンザニア・ポレポレクラブの

「外側」に位置する取り組みとして、こうした

市民による活動のきっかけを作り、場となって

きた。しかしこれからは、市民グループ、市民

活動として、当会の海外協力活動自体も、市民

が主体となって取り組んでいくものとしていく

のが、本来の姿であると考えている。タンザニ

アで主体となって行動しているのは普通の村人

たち。タンザニアと日本とで同じ市民同士が力

を合わせ、知恵を絞り、行動しているのがタン
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ザニア・ポレポレクラブという姿を目指してい

きたいと考えている。人と人とが力を合わせる

ことに、最初に前提とされてしまうような条件

はなく、また一人一人の行動が何事かを変えて

いく力と可能性を持っていると考えるなら、持

てる機会に広く門戸を広げていくことをしなけ

ればならないだろう。

ただ将来的にそうした体制を目指すにして

も、いきなり転換するのはやはり無理である。

そこで２００９年度は、市民の広い視点で取り

組むことが可能な現地事業（＝ミッション）を

設定し、そのミッション遂行を主たる目的とす

る内容で事務局アルバイトを募集した。

現地ミッションとして設定したのは、「村人

たちの生活と森との繋がりやしくみを、分かり

やすく理解し伝えられるプログラム」の作成で

ある。たんに森が果たしてきた薪炭材や家畜の

飼料供給、あるいは水源といった現在時点にお

ける狭義の役割にのみ絞らず、森に眠る遺構や

そこにあった祖先の知恵、かつての風習など、

彼らの伝統や文化をも織り込みながら、彼らの

「森」への再認識に繋げられるようなプログラ

ムである。

普段身の回りにありふれたものは、案外そこ

にいる者自身には、その貴重さ、隠されている

知恵、果たしている役割など、気づきにくい、

見落としがちな面がある。そこに外部者の視点

を加え、ともに考察してみることで、あらため

て対象に対するより深い意識化や「再認識」へ

と繋げていくこともできる。

村人の森林からの強制排除を主目的とした国

立公園化という政府の措置に、多くの村人たち

は、森を守ることへの失望を感じている。そし

てこの政府の措置は、森を守るどころか、内部

者、外部者双方の森への不法侵入と、そこでの

ルール無き森林破壊を助長しかねない危険をは

らんでいる。

森林が減少することで一番苦しめられてしま

うのは村人たちである。しかしその森を守るこ

ともできなくなってしまった。

国立公園を外し、キリマンジャロ山の森を守

っていけるようにするための仕組みの再構築が

急務とされいる。しかし同時に、森を守る主体

となって行動してきた、村人たちの森に対する

愛着を、これからも長く側面から力づけていけ

るようなプログラムが強く求められている。そ

れが今回のプログラムである。

その作成は、キリマンジャロ山の森林保全に

村人と力を合わせて共に取り組むという、ポレ

ポレクラブの事業の一環である。その事業を、

まずは時給を払い、遂行責任を明確に持たせた

アルバイトという形で実施に踏み切った。取り

組みを自律的、継続的に推進していくための土

壌がしっかり築けないうちに、広く事業を開放

するのは無責任になるからである。

アルバイトには、従来のアルバイトと同様、

まず当会での国内業務に取り組んでもらい、そ

の中で当会の活動、理念および現地事業に対す

る理解を進めた。また通常業務以外に１週間に

１回、定期的に現地ミッションに対するミーテ

ィングの時間を設け、その中で自分たちでミッ

ションに対する方針、具体的取り組みの内容を

打ち出していってもらった。

その上で、２０１０年２月～３月にかけて現

地調査を実施し、ＴＥＡＣＡとの協議、コミュ

ニティベースドツアーの実態視察、森林資源・

伝統文化の実地調査、村人へのインタビュー調

査を行った。

２００９年度の取り組み成果は、村人たち、

そして村の子どもたちが、森と自分たちの生活

の繋がり（物質的、精神的、文化的）が、視覚

的に捉えられる、自分たち（＝村人たち）が主

役のイラストマップとしてまとまりつつある。

（この６月に開催されたアフリカンフェスタに

おいて、これまでの取り組み成果の展示、発表

を行った）。

日本とタンザニア、お互いの市民の知恵と力、

協力によって取り組まれる市民の活動という、

目指す姿にいたるには、まだまだ多くの課題が

あり、すぐに実現できるものでもない。しかし

２００９年度は、その実現に向けた「具体的」

一歩を踏み出した年として総括したい。

事務局アルバイトによる村の資源調査の模様
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その他活動実績

・タンザニア現地調査 （ ３回）

・理事による現地活動評価調査 （ ２回）

・事務局アルバイト現地調査 （ １回）

・JICAタンザニア現地事業視察受入（ １回）

・菜園活動： 菜園作業 （ ８回）

・手工芸品： ミーティング （１０回）

ワークショップ （ １回）

現地ミーティング （ １回）

・絵本プロジェクト：ミーティング（１０回）

現地活動 （ １回）

手工芸品チームと村のママたちとの現地ミーティング

理事会

・２回 （９月、１２月）

国際協力イベント等

・４月：「桜まつり」

・５月：「アフリカンフェスティバル」

・10月：「グローバルフェスタJapan」

・12月：「アフリカ展＆フリーマーケット」

講演会･報告会等

・７月：リコーテクノシステムズ㈱活動報告会

・７月：元事務局アルバイト加納氏の青年海外

協力隊（セネガル）活動報告会

・３月：Japan frontier mountaineering association

(JFMA)講演会

メディア出演・掲載等

・５月： 駒澤大学学園通信

・５月： インターネットＴＶ「Our Planet」

取材協力

・ ５月： 駒澤大学ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｽﾀﾃﾞｨｽﾞ

・１０月： ＮＨＫ報道局

訪問学習受け入れ

・１１月： 武蔵村山市立第一中学校

広 報

・ニュースレター： ２回発行

・ミニレター ： ７回発行

企業との活動協力／ご支援

・新規法人会員： Blue Suits Red Tie(株)

・リコーテクノシステムズ㈱社内販売協力

（６月、１２月）

・ＴＢＣ／中田英寿Take Action Foundation

「コラボプロジェクト・森の恵みエステ」に

よる植林活動協力 （３月～継続中）

その他

・認定ＮＰＯ法人イーパーツよりノートＰＣ

（２台）の寄贈を受ける

・クレジットカード「ＮＰＯメンバーズカード」

にタンザニア・ポレポレクラブを応援するカ

ードができる

・ホームページにクレジット決済システム導入
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タンザニア・ポレポレクラブ

(事務所) 〒154-0016 東京都世田谷区弦巻1-28-15ｻﾝﾗｲﾄﾊｲﾂ301号室
(Tel/Fax) 03-3439-4847、(郵便振込口座) 00150-7-77254

(E-mail) pole2club@hotmail.com、(HP) http://polepoleclub.ld.infoseek.co.jp/
(本 部) 〒107-0062 東京都港区南青山6-1-32-103


